
活
乱
切
鶉
星
口

日
本
史
研
究
推
進
委
員
会
秋
季
講
座

集
中
講
座

「戦
後
史
を
学
ぶ
」

会
場
　
県
立
港
南
台
高
等
学
校

第

一
日
お
よ
び
第
二
日
　
一
〇
月
二
五
日

（土
）
　

一
一
月

一
日

（土
）

講
　
　
師
　
新
谷
　
桂

（県
立
港
南
台
高
等
学
校
）

時
　
　
間
　
生
徒
対
象
講
義
　
九
¨
○
○
～
十

百
三
〇

受

講

者
　
県
立
港
南
台
高
等
学
校
三
年
生
　

一
五
名

講
義
教
室
　
普
通
教
室

講
義
内
容

・
戦
後
の
諸
改
革
　
　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
五
大
改
革
指
令

・
朝
鮮
戦
争
と
日
本
の
独
立
回
復
、
日
米
安
保
条
約

第
三
日
　

一
一
月
　
八
日

（土
）

講
　
　
師
　
新
谷
　
桂
①
②
　
木
村
芳
幸

（県
立
横
須
賀
工
業
高
等
学
校
）
③

時
　
　
間
　
生
徒
対
象
講
義
　
九
¨
○
○
～
十

百
三
〇

受

講

者
　
県
立
港
南
台
高
等
学
校
三
年
生
　

一
五
名

講
義
教
室
　
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
教
室
　
普
通
教
室

講
義
内
容

①
戦
後
史
講
義
の
続
き

日
ソ
共
同
宣
言
、
国
連
へ
の
加
盟
、安
保
条
約
改
定

②
今
ま
で
学
ん
で
き
た
戦
後
史
関
連
の
ス
ラ
イ
ド
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で

提
示

・
ポ
ツ
ダ
ム
会
談
の
場
所

（宮
殿

。
会
議
室
）

・
降
伏
文
書
調
印
の
場
所

（戦
艦
ミ
ズ
ー
リ

¨
現
在
真
珠
湾
に
記
念
艦

と
し
て
存
在
）

・
朝
鮮
戦
争

（仁
川
月
尾
島

一
国
連
軍
上
陸
地
点

・
仁
川
自
由
公
園
の

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
像

・
板
門
店
）

・
ソ
ウ
ル
安
重
根
記
念
館

・
旧
朝
鮮
総
督
府

・
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

（
ハ
ノ
イ
市
　
撃
墜
さ
れ
た
Ｂ
５
２
の
残
骸
　
ホ
ー

チ
ミ
ン
市
　
旧
大
統
領
官
邸
）

。
沖
縄

（嘉
手
納
飛
行
場

・
普
天
間
飛
行
場
）

。
ベ
ル
リ
ン
の
壁
、
ク
レ
ム
リ
ン
、
レ
ー
エ
ン
廟
、
大
連
駅
、
ハ
ル
ピ

ン
駅
　
な
ど

③
「歴
史
の
中
の
子
供
た
ち
～
少
子
高
齢
化
社
会
を
日
本
史
の
中
で
考
え
る
～
」

歴
史
的
な
環
境
と
人
口
と
の
関
係
、
日
本
人
の
価
値
観
や
家
族
の
役
割

の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
学
習
。

５
人

一
班
に
な

っ
て
の
資
料
の
読
み
取
り
と
発
表
。
時
期
の
違
う
２
枚

の

「七
五
三
」
の
写
真
か
ら
、
社
会
背
景
を
推
察
し
た
。
ま
た
人
ロ
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
の
読
み
取
り
か
ら
少
子
高
齢
化
社
会

へ
の
対
応
を
考
え
た
。

第
四
日
　
一
一
月

一
五
日

（土
）

講
　
　
師
　
新
谷
　
桂
①
　
木
村
芳
幸
②

時
　
　
間

‐
生
徒
対
象
講
義
　
九
一
〇
〇
～
十

百
三
〇

受

講

者
　
県
立
港
南
台
高
等
学
校
　
一二
年
生
　
一
〇
名

講
義
教
室
　
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
教
室

講
義
内
容

①
戦
後
史
講
義
の
続
き
　
高
度
経
済
成
長
と
ア
ジ
ア
情
勢
の
変
化

②

「身
近
に
な
っ
た
文
化
財
　
～
文
化
財
の
保
存
活
用
を
考
え
る
～
」

歴
史
的
な
街
並
み
と
そ
の
保
全
、
活
用
に
つ
い
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
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映
像
で
紹
介
し
、
文
化
財
と
日
常
生
活
と
の
共
存
を

「伝
統
か
、
未
来

か
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
基
に
考
え
た
。
歴
史
的
な
街
並
み
を
守
る

た
め
の
建
築

。
景
観
に
つ
い
て
の
協
定
や
そ
の
意
義
に
つ
い
て
説
明

し
、
生
徒
に
は
、
「
歴
史
的
な
街
並
み
に
郵
便
局
、
警
察
署
を
作
る
な

ら
ど
の
よ
う
な
建
物
を
建
て
る
か
」
に
つ
い
て
、
海
野
宿
の
写
真
を
使

用
し
て
実
際
に
描
か
せ
た
。

第
五
日
　
一
一
月
　
二
二
日

（土
）

講
　
　
師
　
新
谷
　
桂
①
　
竹
中
千
春

〔明
治
学
院
大
学
国
際
学
部
教
授
国

際
政
治

。
南
ア
ジ
ア
政
治
専
攻
〕
②

時
　
　
間
　
生
徒
対
象
講
義
　
九
¨
○
○
～
十

百
三
〇

受

講

者
　
県
立
港
南
台
高
等
学
校
　
三
年
生
　

一
〇
名

講
義
教
室
　
会
議
室

講
義
内
容

①
戦
後
史
講
義
の
続
き
　
第

一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
日
本
　
プ
ラ
ザ

合
意
と
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊

　

「
五
五
年
体
制
」
の
終
焉

②
模
擬
授
業

「大
学

へ
の
戦
後
史
」
「
民
主
主
義
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

０
民
主
主
義
の
特
徴
を
い
く
つ
か
挙
げ
さ
せ
、
基
本
的
な
知
識
を
確
認

す

る

②
民
主
主
義
の

「練
習
問
題
」

上
流
か
ら
Ａ
村

（
三
〇
世
帯
）
・
Ｂ
村

（
二
〇
世
帯
）
。
Ｃ
村

（四
〇

世
帯
）
を
通

っ
て
、
市

（
五
〇
〇
〇
世
帯
以
上
）
に
川
が
流
れ
て
い

ま
す
。
水
害
防
止
お
よ
び
水
資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、
Ｂ
村
周
辺

を
巻
き
込
む
ダ
ム
建
設
が
公
共
事
業
と
し
て
か
な
り
以
前
か
ら
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
い
よ
い
よ
実
行
段
階
と
な
り
、
入
札
に
よ

り
、
す
で
に
大
手
建
設
会
社
の
受
注
が
決
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

住
居
や
耕
作
地
が
水
没
す
る
た
め
代
替
地
へ
の
移
転
が
予
定
さ
れ
て

い
る
村
の
住
民
の
中
か
ら
は
Ｂ
村
長
主
導
で
勧
め
ら
れ
た
計
画
に
反

対
が
強
く
、
住
民
運
動
が
起
こ
り
そ
う
な
気
配
で
す
。

あ
な
た
が
、
Ｂ
村
の
住
民
だ

っ
た
ら
、
何
を
考
え
、
ど
う
し
よ
う
と

思
い
ま
す
か
。
村
や
Ｃ
村
の
住
民
、
Ｄ
市
の
住
民
だ

っ
た
ら
、
ど
う

考
え
ま
す
か
。
あ
る
い
は
、
こ
う
し
た
事
情
を
知

っ
た
Ｄ
市
に
住
む

大
学
生
だ

っ
た
ら
、
何
を
考
え
、
ど
う
し
よ
う
と
思
い
ま
す
か
。

０
日
本
国
憲
法
の

「読
み
直
し
」
と
大
学
の
存
在
意
義

憲
法
に
も
、
国
の
制
度
に
も
、
大
学
で
学
ぶ
知
識
に
も
、
明
確
な
目

的
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
同
じ
社
会
に
暮
ら
す
人
々
が
、
そ
し
て
自
分

が
、
人
間
ら
し
く
幸
福
な
生
活
を
営
む
と
い
う
目
的
で
あ
る
。
そ
の

た
め
の

「力

（『
ｏ
ヨ
①
じ
」
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
す
な
わ
ち
学
問

の

『知
』
と
実
践
を
学
ぶ
場
が
大
学
で
あ
り
、
民
主
主
義
も
、
そ
う

し
た
知
恵
が
生
み
育
て
て
き
た
方
法
の

一
つ
で
あ
る
。

文
責
　
新
谷
　
桂

（港
南
台
高
）

〈ポ
ツ
ダ
ム
会
談
の
会
議
室
〉

《
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
》
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